
 

2026 年 6 月 29 日 

VAIVT 認定専門医・VAIVT 血管内治療医制度に関するお知らせ 

 

2026 年度更新・新規申請および制度運用について 

平素より本会事業にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

2026 年度の VAIVT 認定専門医、2027 年度の VAIVT 血管内治療医の更新および 2026 年度の新

規申請にあたり、認定制度の円滑な運用を目的として、理事会において以下の事項を決定いたしま

したのでお知らせいたします。 

 

１．2021 年度専門医認定者の更新について 

2021 年度に VAIVT 認定専門医のみの認定を受けた方が、2026 年度に治療医を新規申請する場合

であっても、専門医更新手続きは必要となります。 

なお、専門医更新申請と同時に治療医の新規申請を行うことができます。 

また、専門医・治療医ともに認定された方の次回更新は 2032 年度に同時更新となります。 

 

２．専門医・治療医の更新時期統一に伴う移行措置 

専門医と治療医の更新時期を統一するため、2026 年度専門医更新対象者および 2027 年度治療医更

新対象者については、以下の移行措置を実施します。 

 

▪2026 年度 専門医更新対象者 

申請時において、2022～2026 年の学術集会参加回数が 0 回の場合、 

・更新日から 2 年間の認定とします。 

・その 2 年間に学術集会へ 2 回参加した場合、さらに 3 年間認定を継続します。 

 ただし、この条件が満たされない場合は、3 年の継続認定はいたしません。 

・これにより、認定期間は合計 5 年間となり、その後は通常の更新要件が適用されます。 

・ただし、次回 2032 年の更新時には、その 3 年の間に別途 2 回の参加を必須とします。 

・すなわち、次回 2032 年も更新を考えている方は、2027～2031 年に開催される 5 回の学術

集会のうち計 4 回以上の参加が必要となります。 

 

申請時において、2022～2026 年の学術集会参加回数が 1 回の場合、 

・更新日から 2 年間の認定とします。 

・その 2 年間に学術集会へ 1 回以上参加した場合、さらに 3 年間認定を継続します。 

 ただし、この条件が満たされない場合は 3 年の継続認定はいたしません。 

・これにより、認定期間は合計 5 年間となり、その後は通常の更新要件が適用されます。 

・ただし、次回 2032 年の更新時には、その 3 年の間に別途 2 回の参加を必須とします。 

・すなわち、次回 2032 年も更新を考えている方は、2027～2031 年に開催される 5 回の学術

集会のうち計 3 回以上の参加が必要となります。 

 

▪2027 年度 専門医・治療医更新対象者 

申請時において、2023～2027 年の学術集会参加回数が 0 回の場合、 

・更新申請を認めない。 



 

2026 年 6 月 29 日 

申請時において、2023～2027 年の学術集会参加回数が 1 回の場合、 

・更新日から 2 年間の認定とします。 

・その 2 年間に学術集会へ 1 回以上参加した場合、さらに 3 年間認定を継続します。 

 ただし、この条件が満たされない場合は 3 年の継続認定はいたしません。 

・これにより、認定期間は合計 5 年間となり、その後は通常の更新要件が適用されます。 

・ただし、次回 2032 年の更新時には、その 3 年の間に別途 2 回の参加を必須とします。 

今回 2027 年の更新のための１回の参加以外に、さらに２回以上の参加を必須とします。 

・すなわち、次回 2032 年も更新を考えている方は、2028～2032 年に開催される 5 回の学術

集会のうち計 3 回以上の参加が必要となります。 

 

※なお、学術集会への参加は必須要件であり、不参加については理由の如何を問わず認められま

せん。ただし参加登録を完了した時点で、参加扱いとなります。現地参加が望ましいですが、

難しい場合はオンデマンド配信の視聴により要件を満たすことが可能です。 

 

３．治療医資格申請における「外科または血管外科的施設との連携体制」について 

自施設に外科または血管外科機能を有し、ステントグラフトのマイグレーションや中枢静脈損傷な

どの外科的対応が可能な場合には、自施設を連携施設として申請することを認めます。 

申請書類 F および申請書類 4 には、 

「※ステントグラフトのマイグレーション、中枢静脈の損傷等に外科的に対応可能な施設 

（自施設を含む）」 

を追記いたします。 

なお、連携施設の適否については申請者の責任において判断するものとし、本会では個別施設の機

能評価は行いません。 

 

４．手術記録の提出について 

提出書類は、電子カルテと連携した正式な診療記録であることを要件とします。 

電子カルテと連携した Excel 様式やアンギオ検査報告書等についても、必要事項が記載され、真正

性が確認できる場合は提出を認めます。 

また、必要事項が記載されている場合には、造影所見の別途添付は不要です。 

 

５．個人情報のマスキングについて 

提出書類では、患者氏名、患者 ID、生年月日の「日」、住所、電話番号等の個人を特定し得る情報

は必ずマスキングしてください。 

なお、性別および病棟・病室名については、原則としてマスキング不要とします。 

マスキングの範囲については、個人情報保護法等の関係法令に準拠してください。 

 

ご不明な点がございましたら、本会事務局までお問い合わせください。 

https://laws.e-gov.go.jp/law/415AC0000000057/

